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1-1 はじめに 

洗剤類は人体に直接接触する代表的な化学物質であり，また使用後に大量に環境中に排

出されるものでもある．必然的に，洗剤および洗浄剤を用いる操作である洗浄は，環境・

安全面で大きな関心を寄せられる対象となる．たとえば日本では合成洗剤は環境・安全面

で有害性が高いため石けんを使用すべきとする石けん推進運動が活発に展開されてきた経

緯がある．その運動自体は近年勢いを失ってきたが，環境・安全面で優れた洗浄方法を模

索する推進力は消費者の中に残っており，それが具現化したものの一つとしてナチュラル

クリーニングは位置づけられるであろう．消費者の中のひとつの流行現象であるが，その

洗浄方法論の有効利用の可能性や，また消費者情報としての問題点に着目した研究例等は

過去にみられない．今回は天然系界面活性物質を活用したナチュラルクリーニングに着目

し，その代表的事例としてビール，および米のとぎ汁をテーマとして決定した．そしてこ

れらの素材を用いた洗浄メカニズムについても過去に研究例が見当たらないため，それら

を明らかにするとともに，関連する消費者情報を分析することで消費者情報の問題点や有

効利用の在り方等について検討する． 

 

1-2 ナチュラルクリーニングとは 

ナチュラルクリーニングとは，ナチュラルライフ研究家として活躍している佐光紀子氏

がキッチンの材料等を用いて掃除を行うノウハウについて解説した著作「キッチンの材料

でおそうじする ナチュラル・クリーニング」（ブロンズ出版，2002年）で使用したのが始

まりであると推察され，現在では日本国内で幅広く使用されている用語である．但し，英

語のNatural Cleaningとは直接的には関係しない．英語でのNatural Cleaningは，原油

で汚染された海岸が自然に洗浄される現象 1)，真珠貝表面がチョウチョウウオによって浄

化される現象 2)，および太陽光パネルが降雨によって洗浄される現象 3)などを指す場合が

多く，日本で用いられている「ナチュラルクリーニング」に関連の強い用語としてはホタ
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テガイの成分を洗浄剤として用いる場合 4)の Natural Cleaning Products が挙げられる．

また学術用語としてはあまり見かけないが，WEB 検索による一般情報では Natural 

Cleaning Products も同様の意味で多数用いられている．いずれも石油等を原料とした合

成物というのではなく，動植物材料，或いは動植物原料から合成した物質を指しており，

日本語の「ナチュラルクリーニング」，つまり食材等を利用する洗浄とはややニュアンス

が異なる．よって，「ナチュラルクリーニング」は和製英語の一種とみなすことができる． 

このような背景もあり，用語「ナチュラルクリーニング」を対象とした研究は非常に少

ない．合成洗剤等は使わないで，酢，クエン酸，重曹等の食材にも共通するものを利用す

る点と，それがエコロジカルであるという好印象を強調する点が特徴的であるが，用語の

定義はあまり明確ではないため，これまで学術研究の対象とはなり得なかったのであろう． 

日本でナチュラルクリーニングとして扱われている洗浄について，(1)用いられている洗

浄剤の種類と，(2)予想される主な洗浄機構の 2次元でまとめた各洗浄剤・材料を Table 1-1

に示す．この中で，クエン酸や酢酸などの有機酸と，重曹を代表とする炭酸塩は最も代表

的なナチュラルクリーニングの手法として定着しているが，有機酸によるカルシウム塩等

の金属類の除去については駒津らがその洗浄機構と消費者情報の問題についてまとめてお

り 5,6)，アルカリ剤についても大矢らがまとめている 7)．酸やアルカリ剤以外で比較的よく

言及されるものに界面活性物質がある．天然物質の中のサポニンが洗浄に寄与するという

情報や，牛乳，米のとぎ汁や米ぬか等も界面活性で汚れを除去できるとする情報等が見受

けられる．その中でも米のとぎ汁や米ぬかは古くから洗浄用途に用いられてきたが，その

洗浄メカニズムについては不明な部分が多い．その他，アルコール飲料の中でもビールに

は他のアルコール飲料よりも洗浄力が優れているとする情報もあり，界面活性物質が関与

している可能性もある．よって，本研究ではナチュラルクリーニングの中の天然界面活性

物質に着目し，特にビールと米のとぎ汁に焦点を当ててそのメカニズムについて検討する

ことを目的とする． 
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Table1-1 Organizing materials and methods for natural cleaning by classifying them 

in two dimensions: material type and cleaning mechanism.  

分離 溶解 分解

薬品

重曹（研磨 アルカリ）
食塩（研磨）
サポニン（界面活性）

クエン酸 酢酸 シュウ酸：金属類溶解
エタノール（親水性 親油性）
灯油（親油性）

過酸化水素
次亜塩素酸
次亜塩酸塩

食材

米ぬか（研磨 界面活性）
デンプン粉類（吸着）
米飯（吸着）
じゃがいも（研磨 吸着）
おから（研磨）
卵白（界面活性）

柑橘類果汁（酸 親油性）
食用油（親油性）
ビタミン含有類：鉄さび（還元溶解）
ケチャップ（金属類溶解）
マヨネーズ（乳化 親油性）
梅干し（酸）

大根（酵素）

飲料
・

ゆで汁

米とぎ汁（界面活性）
牛乳（界面活性）
麺ゆで汁（アルカリ）
野菜ゆで汁（界面活性）

米とぎ汁（乳化）
アルコール飲料（親水性 親油性）
炭酸水（親水性 弱酸）
野菜ゆで汁（酸）
牛乳：銀黒ずみ溶解

食材残り

卵殻（研磨）
野菜くず（研磨）
パンくず（研磨）
茶・コーヒー殻（研磨 吸着）
バナナ皮（研磨 吸着）

柑橘類皮（親油性）
りんご皮（酸）

その他

炭（吸着 アルカリ）
紙片
軍手

炭 ラップによる湿布法 太陽光（紫外線）
熱湯（熱変性）
蒸気：悪臭対策

組合わせ

塩（研磨）＋酢酸/レモン汁（酸）
塩（研磨）＋炭（研磨 アルカリ）
酢酸（酸）＋小麦粉（吸着）

塩（研磨）＋アルミホイル（還元溶解）
野菜ゆで汁（界面活性）＋アルミホイル（還元溶解）
食用油（親油性）＋灰（研磨・吸着・アルカリ） など

 

 

1-3  洗浄に関する消費者情報学的研究 

本論文は，ナチュラルクリーニングの中のビールと米のとぎ汁による洗浄に関する洗浄

メカニズムについて検討すると共に，関連する消費者情報の分析から消費者情報の問題点

や利用の可能性等について検討することを目的としている．このように洗浄・洗剤類に関

する消費者情報の分析は，これまでは主として不良情報の拡散や非科学的直情報をもとと

した悪質商法等の側面から検討されてきた． 

日本での洗浄・洗剤関連の消費者情報の問題点に関する研究としては，1960 年代から

2000年頃まで非常に活発であった合成洗剤追放運動に関する研究が多くみられる．歴史的

な流れがまとめられ 8,9)（Table1-2），消費者向けの一般書籍の記述内容分析から必要以上

に界面活性剤等の化学物質の有害性を強調するものの割合が高いことが明らかにされた 10-

12)．その経緯等をまとめた解説等 13-16)もある． 
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Table1-2 Chronology of detergent controversy (洗剤論争年表) 

 

 

但し，1998 年，2002 年，2007 年の日本の WEB 情報の分析から，過激に合成洗剤

を否定する情報の割合は 2000 年以降には少なくなってきていると推定される 17)．その他

に，日本の洗剤有害説は中国等にも影響を及ぼしていることを示す研究もある 18-20)．そし

て，それらの非科学的な消費者情報の流通過程において，消費者情報から専門家情報への

誤情報の逆流現象等も問題になることも示されている 21)．つまり，Table1-3のように学術

誌等に掲載された元データを含む論文を 1 次情報と位置づけ，学術誌の解説等を 2 次情報，
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一般書籍を 3次情報，個人WEBページ等を 4次情報とした場合，望ましいのは Fig.1-1の

ように 1次情報→2次情報→3次情報→4次情報のように順次下流に向かって情報が伝わっ

ていく流れであるが，実際には 2 次情報と 3 次情報の間が断絶されている場合が多く，場

合によっては誤情報を含む 2 次情報が，分野が少し異なる専門家の 2.5 次情報に逆流し，

それが専門家情報として広まっていくという問題もあることを指摘している． 

 

Table1-3 Classification of physics and chemistry information (理化学系情報の分類) 

 

 

 

 

Fig.1-1 2.5-order information backflow problem of information  

(2.5 次情報による情報逆流の問題) 
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しかし，合成洗剤をめぐる論議は，保守系は合成洗剤擁護でリベラル系は石けん支持と

いうイデオロギーに影響を受ける部分も多かったため，純粋な情報学的な観点，つまり消

費者情報の中の科学的情報がどのような影響力を有し，非科学的情報がどのように発生し

て広まるのかといった観点からの研究題材として適切だとは言い難い． 

 

1-4本論文の目的および構成 

1-4-1 本論文の目的  

本論文の目的は，天然界面活性物質を用いるナチュラルクリーニングの中でビールと米

のとぎ汁を対象とし，その洗浄力はどの程度であるかを明らかにするとともに，その洗浄

メカニズムについて種々の観点から検討する．その成果によって，今まで未知の洗浄メカ

ニズムが解明されるという洗浄科学的な側面からの貢献だけでなく，新たな洗浄用商品の

開発に結びつくヒントを得ることも期待できる． 

また，本論文で扱うナチュラルクリーニングは，自然派志向ということでリベラル系の

要素を一部含むと言えなくもないが，基本的にはイデオロギー的影響等を受けにくい題材

であると考えられる．関連する消費者情報の分析の過程で非科学的情報が見出されたなら

ば，それは消費者情報の特徴を示すものになるであろう．更に，自然派志向の消費者情報

を科学分野の学習や商品開発等に結びつく新たな研究テーマ開拓等のシーズになる可能性

もある．このように，関連消費者情報の問題点を明確にして消費者情報環境の整備に寄与

することと，消費者情報を有効利用して洗浄技術の向上に役立てる可能性を探るのが本研

究の目的である． 

1-4-2 本論文の構成 

第 1 章は緒論で，ナチュラルクリーニングとは何か，また洗浄に関する消費者情報の研

究について概説するとともに，本論文の目的および構成について記す． 
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第 2 章では，関連消費者情報の分析と課題について述べた．今回焦点をあてたビール，

米のとぎ汁を活用した天然界面活性剤の洗浄に関する一般消費者情報を一般書籍と WEB

サイトから収集し，その情報の特徴や傾向について分析を行い，課題や活用法について考

察した．さらにビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析では，インターネット上で

得られた 2018年のWEB情報と，論文発表後の 2021年のWEB情報とで変化があるか比

較を行った． 

第 3 章では，ビールの洗浄メカニズムについて述べた．実験的検証により，ビールの洗

浄力試験や表面張力の測定，洗浄力要因を特定した． 

第 4 章では，米のとぎ汁の洗浄メカニズムについて述べた．実験的検証により，米のと

ぎ汁の洗浄力試験や表面張力の測定，洗浄力要因を特定した． 

第 5章では，本研究の総括を述べた． 

1-4-3 本論文を構成する公表論文 

1) 坂本ゆか，大熊俊稀，大矢勝；ビールを活用するナチュラルクリーニングに関する消費

者情報の分析と実験的検証；繊維製品消費科学会誌 61(1), 38-45, (2020) 

2) 坂本ゆか，中村竜也，大矢 勝；米のとぎ汁の洗浄力要因の推定と関連消費者情報の分

析；繊維製品消費科学会誌 62(8) , 528-534, (2021) 
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2-1 緒 言 

ナチュラルクリーニングが一部の消費者の間で流行しており，関連する情報が多数使わ

れている．しかし，それらの情報の中には科学的に誤った内容も含まれているように思わ

れる．ところが，消費者情報としての問題点に着目した研究例等は過去にみられない．そ

こで，本研究では天然界面活性剤物質として考えられ得る次の 2つの素材を用いた洗浄を

選定し検討した．1つ目は，近年キッチン周りを掃除する際，ナチュラルクリーニングの

素材の一つとしてメディアなどで取り上げられているアルコール飲料の中でもビールを用

いた洗浄，2つ目は古来より洗顔，洗濯に用いられたという記載があり，現代では床や食

器類の洗浄に用いられることでよく知られている米のとぎ汁を用いた洗浄に着目し，消費

者情報の一般的傾向を一般書籍やインターネットのWEBサイトから探るとともに，各種

情報の真偽を検証した． 

また，ビール活用した洗浄に関する収集情報の分析については，多くの情報が得られ，

伝達の速いインターネット上において，論文発表前と後ではWEBサイトから得られる関

連消費者情報にどのような変化があったかを検討した．具体的には，2020年 1月に発表

した論文 1)の内容である 2018年の収集情報の分析と，2021年の収集情報の分析である． 

 

2-2 方 法 

消費者が情報を得るために用いる一般的な手段として，書籍とインターネットから情報

収集を行った． 

2-2-1 ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析 2018 

ビールを用いた洗浄方法に関する情報を書籍とインターネットで収集し，洗浄力要因に

関する記述を分析した． 

書籍としては，掃除のカテゴリーにあった「ナチュラルクリーニング」や「昔ながらの

知恵」などにまつわるものを対象に，図書館や書店で情報を収集した．インターネット検
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索には，Google を使用し，キーワードを「ビール 掃除」，「ビール 汚れ」と設定し検索を

行い，ビールの洗浄性や要因を記している WEB サイト上位 100 件を分析対象とした．検

索期間は，2018年 12月 13日時点のものである． 

2-2-2 ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析 2021 

ビールを用いた洗浄方法に関する情報をインターネットで収集し，分析を行った． 

検索には Googleを使用し，キーワードを「ビール 掃除」，「ビール 活用法」，「ビール 

活用」と設定して検索を行い，各上位 200件，計 600件の中から，ビールの洗浄性や要因

を記しているWEBサイト 49件を分析対象とした．検索期間は，2021年 11月 12日～

2021年 11月 15日時点のものである． 

2-2-3 米のとぎ汁を活用した洗浄に関する収集情報の分析 

米のとぎ汁を用いた洗浄方法に関する情報をインターネットで収集し，分析を行った． 

検索には Google を使用し，キーワードを「洗浄 OR 掃除 OR 洗濯 米ぬか OR とぎ汁」

とし，洗浄・掃除・洗濯のうちのいずれか，および米ぬか・とぎ汁のどちらかが含まれる

条件設定で検索を行い，上位 200 件の WEB サイトを調べた．そして収集したサイトに記

された洗浄場面や洗浄対象，および洗浄力要因別に整理した．検索期間は，2020 年 11 月

1日～2020年 11月 13日のものである． 

 

2-3 結果及び考察 

2-3-1 ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析 2018 

消費者が情報を得るために用いる一般的な手段として，書籍とインターネットから情報

収集を行った． 

まず，図書館や書店で収集したナチュラルクリーニングに関連する 43種の書籍の記述内

容を分析した結果，ビールによる洗浄について触れられていたのは，Table2-1 に示す 5 種

のみであった． 
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また，その洗浄メカニズムについては寄与原因としてアルコール（2件），糖分（1件），

酵素（1 件）を挙げているものがみられたが，ビールがナチュラルクリーニングの素材と

して掲載されている数としては，非常に少なかった． 

一方，インターネット上の情報は非常に多くの情報がヒットしたが，上位 100 件を内容

別に整理すると Table2-2のようになった．  

そして，Table2-2の複数の洗浄力要因説を別項目ごとに集計しTable2-3の結果を得た． 

インターネット上でビールの洗浄力要因説について記されているもので最も多いものは，

アルコール＋ビタミン Eが 33件で，「ビールの成分であるビタミン Eとアルコールが油汚

れを分解する」といった複合的な要素を挙げながら洗浄力要因説を解説する記載が見られ

た．次に多かったものは，アルコールの 14 件で，表の 18 番目「アルコールが汚れの油分

を溶かす」といったアルコールの持つ親油基の特性を示したような表記も見られたが，「

アルコール分に油を分解する力がある」といった記述も見られた．そこに酵素の働きが加

わったとする情報も多くみられた．天然の界面活性物質としてタンパク質が挙げられるが，

タンパク質を寄与原因として挙げている情報は少数であった． 

Table2-1 Results of obtaining consumer information on beer cleaning at bookstores 

Title Author Publisher Year Factor
おばあちゃん知恵袋：お掃除，洗濯，
収納の知恵300 (Grandma's Wisdom on 
House cleaning, laundry, and storage)

スタジオダンク
(Studio dunk)

宝島社

(TAKARAJIMASHA,Inc)
2008 Non

おばあちゃんの知恵袋絵本(Illustrated
book for Grandma's Wisdom)

おばあちゃんの生活の知恵
研究会 (Research Group for 
Grandma's Wisdom)

宝島社
(TAKARAJIMASHA,Inc)

2008 Non

おばあちゃんの知恵袋再利用大事典
(Encyclopedia for Reusing Grandma's
Wisdom)

宝島社
(TAKARAJIMASHA,Inc)

宝島社
(TAKARAJIMASHA,Inc)

2008 Alcohol

保存版一生モノの知恵袋 暮らしのコ
ツと裏ワザ700 (Lifelong Wisdom 700)

主婦の友社
(SHUFUNOTOMO Co., Ltd)

主婦の友社
(SHUFUNOTOMO Co., Ltd)

2018 Alcohol, Sugar

一生モノの知恵袋737 (Lifelong 
Wisdom 737)

主婦の友社
(SHUFUNOTOMO Co., Ltd)

主婦の友社
(SHUFUNOTOMO Co., Ltd)

2016 Enzyme
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インターネットと書籍から得られた情報を比べると，インターネットはビールを用いる

洗浄法に関する件数も莫大で，説明に写真やイラストなどを載せ，洗浄力要因説に関する

記載も多かった．一方，書籍では洗浄法が記載されているものも少なく，説明も文字のみ

で 150字以内でまとめられているようなものが多かった． 

インターネット上での洗浄力要因説で最も多かったのは，「アルコール＋ビタミン E」の

複合要素であるが，書籍では「アルコール」の単体が挙げられていた．「ビタミン E」が洗

浄力要因であるという説がいつ頃出始めたかを調べるため，「ビタミン E」を洗浄力要因説

として記載していたWEBサイトの表記の年代を調べた結果，最も古いのは表の 34番目の

WEB サイトの 2011 年であった．つまり，「ビタミン E」が洗浄力要因説として寄与して

いるという情報は，近年広まった情報であると考えられる．しかし，情報の出典などは見

当たらず，どこから広まった情報かの特定にまでは至らなかった．また，「ビタミン E」単

体のみの洗浄力要因説は，インターネット上で 1 件のみであり，書籍では見当たらなかっ

たことから，「ビタミン E」単体だけでは洗浄力要因だとは認識されていないことがうかが

える． 

これらのことから，「アルコール＋ビタミン E」の複合効果が洗浄力要因であるという見

解が，インターネット上から消費者間に広まり影響力を有するようになったと考えられる． 
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  Table2-2 Detergency factor theories for beer cleaning from Internet consumer information 2018 

Et-OH:Ethanol, Vit E:Vitamin  E, Enz.:Enzyme, Prot:Protein, H2CO3:Carbonic acid beverages 

Et-
OH

Vit E Enz. Prot H2CO3 Non I or C
*1

1 〇 〇 〇 C

2 〇 C

3 〇 〇 〇 C

4 〇 〇 〇 I

5 〇 〇 〇 I

6 〇 〇 C

7 〇 〇 〇 〇 I

8 〇 〇 〇 I

9 〇 I

10 〇 〇 〇 I

11 〇 C

12 〇 〇 〇 〇 I

13 〇 〇 〇 I

14 〇 〇 C

15 〇 〇 C

16 〇 〇 C

17 〇 I

18 〇 〇 C

19 〇 〇 C

20 〇 I

21 〇 〇 I

22 〇 〇 C

23 〇 C

24 〇 〇 I

25 〇 I

26 〇 〇 C

27 〇 C

28 〇 〇 C

29 〇 〇 〇 C

30 〇 〇 C

31 〇 C

32 〇 〇 C

33 〇 I

34 〇 〇 C

35 〇 C

36 〇 〇 〇 I

37 〇 〇 〇 C

38 〇 〇 〇 C

39 〇 〇 C

40 〇 〇 C

41 〇 I

42 〇 〇 C

43 〇 〇 〇 C

44 〇 〇 I

45 〇 〇 C

46 〇 C

47 〇 C

48 〇 C

49 〇 〇 C

50 〇 C

Et-
OH

Vit E Enz. Prot H2CO3 Non I or C
*

51 〇 C

52 〇 〇 I

53 〇 〇 I

54 〇 C

55 〇 〇 C

56 〇 〇 〇 C

57 〇 〇 C

58 〇 I

59 〇 〇 C

60 〇 C

61 〇 〇 〇 C

62 〇 I

63 〇 C

64 〇 I

65 〇 C

66 〇 I

67 〇 C

68 〇 〇 C

69 〇 〇 I

70 〇 I

71 〇 〇 C

72 〇 I

73 〇 C

74 〇 〇 I

75 〇 〇 C

76 〇 〇 〇 C

77 〇 〇 I

78 〇 〇 C

79 〇 I

80 〇 C

81 〇 〇 C

82 〇 〇 C

83 〇 C

84 〇 I

85 〇 〇 C

86 〇 I

87 〇 〇 C

88 〇 〇 〇 I

89 〇 I

90 〇 I

91 〇 〇 I

92 〇 〇 〇 C

93 〇 I

94 〇 C

95 〇 C

96 〇 C

97 〇 C

98 〇 C

99 〇 〇 C

100 〇 〇 I

Total 73 50 12 7 12 26 100  

* Individual or Company 
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Table2-3 Counting each detergency factor theories for beer cleaning obtained from consumer 

information on the Internet 2018 

Detergency Factor Theory Number

Ethanol 14

Vitamin E 1

Protein 1

Ethanol+VitaminE 33

Ethanol+Enzyme 1

Ethanol＋H2CO3 5

Ethanol+VitaminE＋Enzyme 10

Ethanol+VitaminE＋Protein 2

Ethanol+VitaminE＋H2CO3 2

Ethanol＋Protein+H2CO3 3

Ethanol+VitaminE+Enzyme+H2CO3 1

Ethanol＋VitaminE＋Protein+H2CO3 1

NON 26

Total 100
 

 

2-3-2ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析 2021 

得られた検索結果 600 件のうち，ビールを用いた洗浄方法に関する情報を記載していた

WEBサイトは 49件であった．  

情報の大半は油汚れに対して有効であるとするものであり，従来と大きな変化はなかっ

たが，新たに水垢汚れに有効であるという情報がごく少数見られた． 

情報を記載しているサイト 49件を内容別に整理すると Table2-4のようになった． 

そして，Table2-4の複数の洗浄力要因説を別項目として集計するとTable2-5の結果とな

った． 
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2021年のネット上でビールの洗浄力要因について記されているもので最も多いものは， Table2-4 Detergency factor theories for beer cleaning from Internet consumer information 2021 

H2CO3: Carbonic acid beverages 

Ethanol Vitamin E Enzyme Protein H2CO3 Acidic NON
I or C

*

1 ○ ○ ○ C

2 ○ ○ ○ C

3 ○ ○ 水垢 C

4 ○ ○ C

5 ○ I

6 ○ C

7 ○ C

8 ○ ○ C

9 ○ ○ C

10 ○ C

11 ○ C

12 ○ 水垢 水垢 C

13 ○ ○ C

14 ○ ○ C

15 ○ ○ C

16 ○ I

17 ○ C

18 ○ ○ I

19 ○ ○ C

20 ○ ○ C

21 ○ ○ C

22 ○ ○ ○ C

23 ○ C

24 ○ I

25 ○ C

26 ○ ○ ○ I

27 ○ I

28 ○ ○ C

29 ○ ○ C

30 ○ I

31 ○ C

32 ○ C

33 ○ ○ ○ I

34 ○ ○ I

35 ○ ○ C

36 ○ C

37 ○ ○ ○ C

38 ○ ○ ○ C

39 ○ ○ C

40 ○ C

41 ○ ○ C

42 ○ ○ C

43 ○ ○ C

44 ○ ○ ○ C

45 ○ ○ 水垢 C

46 ○ C

47 錆 C

48 ○ ○ ○ C

49 ○ ○ ○ C

Total 33 24 6 3 10 4 13 49  

* Individual or Company  
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最も多かった洗浄力要因説は「アルコール＋ビタミン E」の 13件で，8番目のサイトの

ように“ビールには、油汚れを分解するアルコールとビタミン E が含まれています。” とい

った複合的な要素を挙げていた．次に多かったものは，「アルコール＋ビタミン E＋酵素」

が 6 件で，37番目のサイトのように “ビールに含まれるアルコールやビタミン E、酵素な

どの成分は油を分解する働きがあります。” という事由を記載していた．  

2018年と比較すると主たる洗浄力要因説は，「アルコール＋ビタミン E」，次いで「アル

コール＋ビタミン E＋酵素」であり，そのロジックもアルコールやビタミン E などの成分

が油分を「分解」するというものであった．しかし，エタノールには油分を「溶解」させ

Table2-5 Counting each detergency factor theories for beer cleaning obtained from consumer 

information on the Internet 2021 

Detergency Factor Theory Number

Ethanol 2

Vitamin E 1

Protein 0

Ethanol+VitaminE 13

Ethanol+Enzyme 0

Ethanol＋Protein 1

Ethanol＋H2CO3 4

Ethanol+VitaminE＋Enzyme 6

Ethanol+VitaminE＋Protein 0

Ethanol+VitaminE＋H2CO3 3

Ethanol＋Protein+H2CO3 2

Acidic 2

Ethanol+VitaminE+Acidic 1

Ethanol＋H2CO3+Acidic 1

NON 13

Total 49
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る作用があることは一般的な周知の事実であるが，エタノールやビタミン E に油分を「分

解」する作用があるとする文献は見当たらない．酵素については，脂質分解酵素としてリ

パーゼの存在が挙げられるが 2)，そもそもビールに酵素自体が含まれているとする文献は

見当たらず，仮に存在していたとしても加水分解によって失活していることが考えられる．

よってこれらの洗浄力要因説は誤りであると推定された． 

また，今回ビールによって取り除かれる汚れに 2018 年には見られなかった水垢，錆汚

れに関する洗浄力要因説を解説している WEB サイトがごく少数見られた．水垢の洗浄に

ついては，12 番目の“ビールに含まれるアルコールが汚れの油分を溶かし、炭酸が残って

いれば酸として働き、溶けにくいカルシウム塩などを溶かす働きをしてくれるのでピカピ

カになりますよ！” という風に炭酸の酸を洗浄力要因説として挙げていた．また，47番目 

“銅製品のキッチンツールがくすんでしまったら、洗面器やボウルにビールを張り、その中

でしばらく漬けおきすれば、ビールに含まれる酸性成分が黒ずみやサビ汚れを分解し、輝

きを取り戻します。” というロジックとともに，錆汚れに対しての洗浄性を取り上げてい

るサイトも見られた．ビールの液性が酸性であればカルシウム塩に対する除去性について

駒津ら 3)が発表した事実に沿っているため，洗浄メカニズムは正しいと言えるが，ロジッ

クについては「分解」ではなく，「溶解」であると言える． 

2-3-3 米のとぎ汁を活用した洗浄に関する収集情報の分析 

インターネット検索で上位 200 件を対象に記述内容を確認したところ，洗浄とは関係の

ないショッピングサイトや製品紹介などのサイトが 106 件確認できた．それらを除いて，

米のとぎ汁を用いて洗浄を行う方法を紹介しているサイトとして 94件を抽出した．更に同

一サイトが表示されるなどの重複が 27 件あったので，それらも除いて 67 件を分析対象と

した． 

対象場面別に分類した結果，「床・柱」が 62件，「食器類」が 40件，「風呂・トイレ・

水場」が 22件，「キッチングリル」が 12件，「洗顔・洗髪」が 24件，「洗濯」が 9件，「



 

21 

 

その他」が 17件であった (Table2-6)．1つのサイトに複数の場面の洗浄に関する記載が

ある場合が多く，特に床掃除等に結びつけられている事例が多くみられた． 

また，場面ごとの対象汚れ・洗浄方法に関する情報を記載内容からまとめたところ，「

床・柱」では手垢や足の皮脂汚れの拭き掃除，「食器類」では食器の油汚れに対してのつ

け置き洗浄，「風呂・トイレ・水場」では皮脂・水垢汚れの掃除，「キッチングリル」では

油跳ねや魚グリルの油の掃除，「洗顔・洗髪」では皮脂汚れ，「洗濯」では食べこぼしの洗

浄や漂白などに言及したものが多くみられた．「その他」では紙などを湿らせて掃き掃除

の際の埃の抑制や消臭効果について触れたものなどが含まれていた． 

米のとぎ汁の洗浄力要因説についての記載があるサイトは 37件であり，「油分」，「タン

パク質」，「デンプン」などが挙げられていた(Table2-7) ． 

「油分」を洗浄力要因説として挙げているサイトは 25件で，「油分」のみを取り上げて

いるのが 19件，「油分＋タンパク質」，「油分＋デンプン」が 2件ずつ，「油分＋アルカリ」，

「油分＋研磨」が 1件ずつであった．油分の洗浄力要因説に関する代表的な記述内容は「

米のとぎ汁に含まれている油分の作用で油汚れが落ちる」というもので，14件が該当した．

また，油の種類として「オリザオイル」を挙げていたサイトが 7件であった． 

Table2-6 Places to clean with washing rice water from consumer information on the Internet

Place Number

Floor / Pillar 62

Tableware 40

Bath / Toilet / Water place 22

Kitchen grill 12

Face /Hair wash 24

Laundry 9

Other 17
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「タンパク質」説は 7件あり，「γ-グロブリンが界面活性剤として働くため」という内容

が 5件であった．「デンプン」説に言及するサイトは 4件だった． 

その他に，米ぬかに「脂肪酸ナトリウム」が含まれているとする情報が 2 件あったが，

これは脂肪酸と脂肪酸ナトリウム（石けん）との混同が原因だと推察される．他に，「微

生物・乳酸菌」説，「アルカリ」説，「サポニン」説，「研磨効果」説などが取り上げられ

ていた．「微生物・乳酸菌」説については，多種のサイトから得た知識を自身でまとめて

結論づけた表記であった．「アルカリ」説は，“石鹸同様にアルカリ性なので，肌についた汚

れを落とす作用があり，［後略］”とあった．「サポニン」説を挙げているサイトは，「米等を

煮て吹きこぼれるのはサポニンが溶け出ていることを示しており，そのサポニンが油を落

とす」旨の説明があった． 

  

Table2-7 Ingredients that are detergency factor theories for washing rice water obtained from the Internet 

Detergency factor theory Number

Oil 19

Protein 4

Starch 2

Soap 2

Polish 1

Saponin 1

Vitamin 1

Oil + Protein 2

Oil + Starch 2

Oil + Alkali 1

Oil + Polish 1

Protein + Bacteria 1
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2-4 結 言 

2-4-1 ビールを活用した洗浄に関する収集情報の結言 

ビールを用いた洗浄に関する消費者情報のポイントは，①油汚れの除去に有効，②その

主要因説は「アルコール＋ビタミン E」によるもの，とする内容が主流であった． 

消費者情報の特徴は「ビールにはビタミン Eが含まれており，その効果で汚れが除去さ

れる．」としているものが多いのだが，ビールの一般的成分 4)をみると，ビタミン Eが含

まれているとする文献は見当たらなかった．  

「ビタミン E」を洗浄力要因説として扱う情報は書籍情報の中で見当たらなかったの

で，インターネット上の情報をとして拡散したものと推定される． 

注目すべき点は，人の健康に関するアルコール飲料の研究の中で，ワインと同様にビー

ルの抗酸化作用を肯定的にとらえているものがみられる点である 5,6)．また大手飲料メーカ

ーが学会発表 7)で紹介した結果の中で，ビタミン E欠乏食を与えたラットを用いた動物実

験によってビールの抗酸化作用等の効用を示したものも見られた．この情報はメーカーの

WEBサイト 8)で紹介されている．但し，当該情報の中でビタミン Eをビールに含まれる

成分であるとは言及していない．また，ある地ビール企業のWEBサイトではビールに含

まれる成分としてビタミン Bについて詳しく説明していた 9)が，一か所のみビタミン Eと

の記述がみられたが，前後の文脈から判断すると誤記であろうと推定された． 

 一方でビールを用いた洗浄に関する WEB サイトでは，Table2-2の 5番目のサイトのよ

うに“ビールには、アルコールとビタミン E が含まれています。アルコールとビタミン E

が油汚れを分解するので、油汚れが気になるコンロ周りをキレイに掃除することができる

のです。”というロジックが主流になっていた．エタノールやビタミン E 自体に油分を分

解する作用はないので，おそらくあまり化学系の文書等を読み慣れていない情報発信者が

勘違いして作成したドキュメントが広まったものであろうと推測される． 
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そして，論文発表前の 2018年と発表後の 2021年のインターネット上の一般消費者情報

を比較すると，ビールを天然界面活性剤物質として活用した洗浄方法について紹介してい

るWEBサイトの情報は減少傾向にあり，内容に大きな変化も見られなかった．  

2-4-2 米のとぎ汁を活用した洗浄に関する収集情報の結言 

米のとぎ汁を用いた洗浄に関する消費者情報では，米のとぎ汁を「アルカリ」だとする

情報，および米ぬかに「脂肪酸ナトリウム」が含まれているとするものや，「微生物・乳

酸菌」を洗浄力要因説としている情報がごく少数あった． 

しかし，そうした成分が米のとぎ汁中に含まれるという文献は見当たらないため，その

根拠等で多少の問題を含むものの，消費者情報全体から見れば微細なものであると考えら

れる． 

むしろ，「油分」，「タンパク質」，「デンプン」などを個別であっても洗浄力要因として

考えられ得る成分を取り上げている情報が大部分を占めており，洗浄メカニズムを探って

いくうえで比較的優良な情報環境であると評価できる．  
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第 3章 

ビールの洗浄メカニズム 
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3-1 緒 言 

ナチュラルクリーニングとは，天然成分といわれている食材等を用いて掃除や洗濯に利

用する方法であり，自然志向の一般消費者の間で流行している．ビールをはじめとするア

ルコール飲料もその代表的な素材の一つであり，油汚れの掃除等に有効であるとしばしば

取り上げられている． 

エタノールは比較的親水性の強い有機溶剤であるが，水溶液として用いた場合に油性汚

れ等の洗浄性を高めることは，一種の常識的な知識としてとらえられており，研究レベル

でもエタノール添加の効果を示すものがある．渡辺 1,2)は，水／エタノール混合溶剤による

油性色素の洗浄性について検討し，水にエタノールを混合することで油性染料の洗浄性を

高めることを示すとともに，温度が高まると除去性が高まることや界面活性剤を添加する

と洗浄性が高まること等を明らかにした．角田らのグループは，エタノール混合が油性汚

れの洗浄性を高めることを前提条件として，フロン代替洗浄剤としてエタノール水溶液の

洗浄利用に着目し，シリカ粒子の除去性 3-5)や超音波洗浄との併用時の効果 6,7)等について

検討した．また，駒城ら 8)は熱力学的な観点からエタノール水溶液の可能性について検討

している． 

このようにアルコール水溶液の洗浄への寄与は事実として認められているが，実在する

アルコール水溶液の代表的なものであるアルコール飲料の洗浄性については検討された事

例がほとんど見当たらない．そこで本研究では，ビールを中心としたアルコール飲料の洗

浄利用に関する消費者情報を調べてその傾向を探るとともに，その効果や洗浄メカニズム

について実験的検証を行った． 
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3-2 方 法 

3-2-1  試 料 

洗浄液に用いる試料として，市販されているアルコール飲料を用いた． 

・ビール：アルコール度数 5％ （原材料：モルト，ホップ）  

・日本酒：アルコール度数 15％ （原材料：米，米こうじ）  

・ウィスキー：アルコール度数 40％（原材料：モルト，穀物） 

3-2-2  汚染布の作成 

消費者情報から得られたビールによる洗浄に関する情報は，油汚れに効果があるとする

ものが大部分であったため，以下の 2種類の油を布に付着させた汚染布を作成した 9)．  

強極性汚染布作成に際して使用した試薬は，オレイン酸（和光純薬）とパルミチン酸（和

光純薬）を用いた．無極性汚染布作成に際しては，n-オクタデカン（東京化成）を用いた．

溶媒としてはトルエン（純正化学特級）を用いた．また繊維基質として洗濯科学協会の綿

カナキン（5㎝×5㎝）を，油溶性染料としてはスダン IV（片山化学）を用いた． 

強極性汚染布の作成は，試料布を 2.5 ㎝×2.5 ㎝に裁断した基質を用いた．20℃の環境下

でオレイン酸とパルミチン酸を重量比 9：1 で混合し，トルエンに溶解させ，10％溶液を

作成した．そこへ，スダン IVを重量換算で汚れ成分の 1/500添加して汚染液とした．マイ

クロピペットを用いて 125μL の汚染液を基質に付着させて室温乾燥した後，24 時間 20℃

のインキュベーター内で保存し，強極性汚染布を作成した． 

無極性汚染布は，20℃の環境下でn-オクタデカンをトルエンに溶解させて調製した10％

溶液に，スダン IVを重量換算で汚れ成分の 1/500添加し，汚染液とした．作成した汚染液

を基質に 500μL付着させ，n-オクタデカンの熱損失を防ぐため，20℃で乾燥後，インキュ

ベーター内で 24時間保存し，無極性汚染布を作成した．使用する際に 2.5㎝×2.5㎝に裁断

して汚染布として用いた． 



 

30 

 

実験装置は，乾燥機は東洋エンジニアリング株式会社の DRD320DA，ウォーターオー

ブンはシャープ株式会社の AX-2000，恒温器は三菱電機エンジニアリング株式会社のクー

ルインキュベーターを用いた． 

3-2-3 洗浄試験 

洗浄液として使用する試薬は，ドデシル硫酸ナトリウム（SDS，和光純薬），エタノール

（EtOH，和光純薬特級），ビタミンB（VB，和光純薬ニコチン酸），ビタミン E（VE，和

光純薬 α-トコフェロール），タンパク質（和光純薬ゼラチン）を用いた．洗浄液として用

いた試料は，3-2-1に記述したとおりである． 

SDS 濃度の決定は，表面張力測定の結果で CMC に達した際の濃度を採用し，0.27wt％

で行った． 

棒状回転子を入れた 100mlビーカーに洗浄液 50mlと 4枚の汚染布を入れ，30℃の恒温

曹内で回転数 550rpm の条件で 6 時間撹拌した．洗浄後は付着している洗浄液を蒸留水で

3回すすいだ． 

3-2-4 洗浄力評価 

デジタル測色色差計 ZE-2000（日本電色工業株式会社）を用いて洗浄試験前後の汚染布

の表面反射率(R)を測定し，Kubelka-Munk式（1式）から K/S値を算出し，洗浄率 D(％)

を求める式（2式）に用いた． 

  

K/S= 

(1-R) ² 
  ・・・・・・・・(1) 

2R 

 

D (%) = 

(K/Ss-K/Sw) 

×100 ・・・・・・(2) 

(K/Ss-K/So) 
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ここでのKは光吸収係数，Sは光拡散係数，Dは洗浄率，K/SSは汚染布のK/S値，K/SW

は洗浄布の K/S値，K/S0は原白布の K/S値である． 

なお，得られた洗浄率は脂肪酸汚れの場合は GC による化学分析による洗浄率とスダン

IV によって着色された脂肪酸汚れの K/S 洗浄率がほぼ一致する．無極性油汚れの場合は

K/S 洗浄率と化学分析によるの洗浄率が一致しない 9,10)が，ほぼ直線関係が成立すること

が認められているので K/S洗浄率をそのまま用いた． 

3-2-5 表面張力と pH測定 

各試料の表面張力は，KIBRON Inc．のウェルヘルミー法表面張力自動測定器 Ez-Pi を

用いて 20℃の環境下で蒸留水を用いて校正を行ってから測定した． 

pHの測定は，ニッコー・ハンセン株式会社の Eutech pH計 pH700を用いた． 

 

3-3 結果及び考察 

3-3-1 各試料を用いた洗浄力試験 

アルコール飲料の洗浄試験を行う際，その洗浄条件の設定が重要になるが，アルコール

飲料を用いる場合には 1L 以上の洗浄液を要するターゴトメーターを用いるのは困難であ

る．そこで，小型の汚染布を用いてマグネチックスターラーで洗浄液を攪拌する方式を採

用した．そして予備試験の結果，攪拌力を小さくして長時間作用させることで比較的安定

した試験結果を得ることができることが分かったので，洗浄時間を 6 時間とした．これは，

洗浄液による浸漬処理や掃除での湿布法等に近い場面を想定したモデル試験として位置づ

けられる． 

蒸留水，0.27%SDS 水溶液，ビール，日本酒，ウィスキーを用いて，強極性油汚れと非

極性油汚れの洗浄試験を行った結果をTable3-1に示し，グラフによる比較を行った（Fig.3-1）．

アルコール飲料による洗浄率は 0.27%SDS 水溶液に比較するとかなり劣るが，蒸留水と比

較するとかなり高い洗浄性を示すことが分かった． 



 

32 

 

 

 

Table3-1 Detergency results for strong polarity and non-polarity oily soils with some alcoholic beverages 

 

  Strong polarity oil Non polarity oil 

Whisky（Alc.40%） 36.4 17.8 

Sake（Alc.15%） 29.1 10.8 

Beer（Alc.5%） 37.6 18.2 

0.27%SDS 61.3 28.9 

Water 17 5.4 
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Beer（Alc.5%）

Sake（Alc.15%）

Whisky

（Alc.40%）

Detergency(%)

Storong polarity oil

Non polarity oil

 

Fig.3-1 Detergency of strong polarity and non-polarity oily soils with some alcoholic beverages 
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また，アルコール飲料の中でもビールの洗浄性はウィスキーと同等以上で日本酒よりも

優れていることが分かった． 

3-3-2 表面張力と pH測定 

アルコール飲料による油性汚れの洗浄性は，水に溶解したアルコールの作用によるものと

予想していたので，アルコール度数 5％のビールの洗浄率が強極性油汚れに対して 37.6%，

無極性油汚れに対して 18.2%という結果であり，アルコール度数のより高いアルコール度

数 40％のウィスキーの洗浄率が強極性油汚れ 36.4%，無極性油汚れ 17.8%を若干上回る結

果かつアルコール度数 15％の日本酒の洗浄率が強極性油汚れ 29.1%，無極性油汚れ 10.8%

よりも上回っていたのは興味深かった．そこで，油性汚れの洗浄性は洗浄液の界面活性に

関連するのではないかと考え，各度数のアルコール飲料および同一濃度のエタノール水溶

液の表面張力を測定した結果をTable3-2に示し，グラフによる比較を行った（Fig.3-2）． 

その結果，アルコール飲料の表面張力は水と比較するとかなり低い値を示すことが確認

された．また，ウィスキーの表面張力は 0.27%SDS水溶液と同レベルの低い値を示し，ビ

ールは日本酒よりもやや低いがウィスキーよりは高い表面張力を示すことが分かった． 

Table3-2 Surface tension results for alcoholic beverages 

Whisky（Alc.40%） 36.6

40%EtOH 35.5

Sake（Alc.15%） 44.3

15%EtOH 43.1

Beer（Alc.5%） 41.2

5%EtOH 56.2

0.27%SDS 36.3

Water 72.5

Surface tention γ(mN/m)
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更に，ウィスキー（アルコール度数 40%）と，日本酒（アルコール度数 15%）の表面張力

は同一濃度のエタノール水溶液の表面張力とほぼ等しい表面張力を示したが，アルコール

度数の低いビール（アルコール度数 5%）の場合は同一濃度のエタノール水溶液よりもか

なり低い表面張力を示すことが明らかになった．この事実は，ビールの表面張力にはアル

コールのみでは説明できない付加要素が絡んでいることを示唆するものである． 

 また，ビールの pH測定を行った結果は pH4.0であった．第 2章 関連消費者情報の分

析と課題 2-3-2ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析 2021の結果では，水垢，

錆汚れに対してのビールの炭酸による洗浄を取り上げているサイトも見られた．この洗浄

力要因説について，ビールの液性が酸性であることから，洗浄メカニズムとカルシウム塩

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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Fig.3-2 Surface tension of alcoholic beverages 
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を溶解するといったロジックは，駒津ら 11)が発表した事実に沿った内容であるため正しい

情報であると言える．  

3-3-3 ビールの洗浄力要因の特定 

ビールの洗浄力を構成するアルコール以外の要因を探索するため，エタノール水溶液に

他の物質を混合して洗浄力を比較した． エタノール水溶液にビタミン E を混合した試料

液のほか，タンパク質としてゼラチン，そして実際にビールに含まれているビタミン B を

エタノール水溶液に溶解した試料液を用い，洗浄試験を行った．その際，タンパク質（ゼラ

チン）は 0.3%，エタノールは 5%，ビタミン E（ニコチン酸）は 10mg/L，ビタミン B（α-

トコフェロール）は 10mg/Lとし，ビタミン類については含有想定量の 10倍量を用いた． 

その結果を Table3-3 に示し，グラフによる比較を行った （Fig.3-3）．強極性油汚れ，

無極性油汚れ共にエタノール水溶液にタンパク質を溶解した試料液がビールと同等レベル

の洗浄力を示した． 

 

Table3-3 Detergency results for oily soil with alcohol solution mixed with some other substances 

 

   Detergency (%)    

 Strong polarity oil Non polarity oil 

Whisky（Alc.40%） 36.4 17.8 

Sake（Alc.15%） 29.1 10.8 

Beer（Alc.5%） 37.6 18.2 

5%EtOH+Protein 34.7 18 

5%EtOH+Vit E 19.8 10.6 

5%EtOH+Vit B 20.6 9.7 

5%EtOH 21.3 10 

0.27%SDS 61.3 28.9 

Water 13 5 
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その一方で，ビタミン Bおよびビタミン Eを溶解した試料液は，他に何も含まないエタ

ノール水溶液とほぼ同等の洗浄力を示した． 

以上の結果より，ビールの有する油性汚れの洗浄力要因は「アルコールとタンパク質の

界面活性による複合効果」によるところが大きいと予想された． 

 

3-4 結 言 

ビールの油汚れに対する洗浄メカニズムについて，科学的検証の結果「アルコール＋タ

ンパク質の界面活性による複合効果」であることが明らかになった． 

エタノール水溶液を用いた油性汚れの洗浄に効果があることについては，一般的にも研

究的にもよく知られた事実であるが，ビールの洗浄力はそれ自体よりもアルコール度数の

高いウィスキーと同程度，そして日本酒よりも高いことから，アルコール以外の付加要素
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Fig.3-3 Detergency of oily soil with alcohol solution mixed with some other substances 
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を有していることが示唆された．検証の結果，エタノール水溶液にタンパク質を溶解した

試料液がビールと同等の洗浄力を有していた．また，書籍やネット上の消費者情報で主流

になっていた「ビールの洗浄メカニズムはアルコールとビタミン Eである」という説の検

証も行った．結果，そもそもビールの成分にビタミン Eは含まれておらず，実験的検証を

行ってもその洗浄性は認められない結果となった．また，含有成分であるビタミン Bも洗

浄効果は認められなかった． 
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第 4章 

米のとぎ汁の洗浄メカニズム 
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4-1 緒 言 

 米のとぎ汁は古くから洗浄に利用されており，例えば中国の周の時代には “藩（シロミ

ズ）”として洗顔に用いられ，日本の奈良・平安時代には洗濯に用いられていた 1-3)．また

現在でも自然派志向の一般消費者の間で， “ナチュラルクリーニング”の素材の一つとして

利用されている．  

米のとぎ汁の洗浄力要因に関する学術的記述としては日本化学会誌の質問ページ 4)に

天然の界面活性剤や吸着性コロイド物質としてのデンプンの寄与が説明されているほか，

松宮ら 5)や Boyuanら 6)は米のとぎ汁に含まれるデンプン顆粒が油への乳化性を有し，そ

の安定性は顆粒の大きさや温度に依存することを明らかにしている．また宇部ら 7)はイネ

科植物，Satinderら 8)は米ぬかにサポニンが含まれることを報告しており，石川 9)は，

サポニンを油分除去の助剤として添加すると生物処理による油分の乳化を高める効果が期

待できることを明らかにしており，米のとぎ汁中に含まれるサポニンが洗浄力要因として

関与する可能性もある． 

このように米のとぎ汁に含まれるデンプン（吸着性，乳化性），サポニンといった成分

が有する洗浄性の結果を示す研究はされているものの，米のとぎ汁自体の洗浄力やその洗

浄力要因を示す研究は見当たらない．そこで，本研究では米のとぎ汁に含まれる成分をモ

デル化し，それら成分の混合液を用いた洗浄結果と米のとぎ汁による洗浄結果を比較する

ことにより，米のとぎ汁による洗浄メカニズムを推定した． 

 

4-2 方 法 

4-2-1 汚染布の作成 

米のとぎ汁による洗浄力は油汚れに効果があるとするものが大部分であるため，脂肪酸

汚染布並びに無極性油汚染布を作成した 10)．試薬としては，オレイン酸（富士フィルム和

光純薬）とパルミチン酸（富士フィルム和光純薬），n-オクタデカン（東京化成），トルエン
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（純正化学特級）を用いた．また繊維基質として洗濯科学協会の綿カナキンを，油溶性染

料としてスダン IV（片山化学）を用いた． 

 脂肪酸汚染布は，まず試料布を 2.5 ㎝×2.5 ㎝に裁断し，20℃の環境下でオレイン酸とパ

ルミチン酸を重量比 9：1 で混合してトルエンに溶解させて 10％混合液を調製し，そこへ

スダン IVを重量換算で汚れ成分の 1/500添加して汚染液とした．マイクロピペットを用い

て 125μLの汚染液を布基質に付着させて室温乾燥した後，24時間 20℃のインキュベーター

内で保存して洗浄試験に供した． 

 無極性油汚染布は，トルエンに n-オクタデカンを溶解して 10%溶液を調製し，スダンⅣ

を汚れ成分の 1/500 添加したものを汚染液とした．乾燥時，熱による汚れの蒸発を防ぐた

め，脂肪酸汚れの場合とは異なり，加熱せず室温で乾燥させた． 

乾燥機には東洋エンジニアリング株式会社の DRD320DA，恒温器には三菱電機エンジニ

アリング株式会社のクールインキュベーターを用いた． 

4-2-2 洗浄試験 

洗浄液としては， 蒸留水，0.3%ドデシル硫酸ナトリウム（SDS：和光純薬株式会社），

米（山形県産コシヒカリ）1合に対して水 200mlのとぎ汁，1%米ぬか溶液（米ぬか：丹

波産米 1kg真空パック），比較用に麺に対して水 1：10のパスタ（ラティーノ No.6 スパ

ゲッティ）ゆで汁，うどん（乾麺：一般品）ゆで汁，野菜に対して水 1：5のほうれん草

ゆで汁および枝豆ゆで汁を用いた．また米のとぎ汁を模した人工溶液の材料は，文献を参

考にした 11,12)．タンパク質としてゼラチン（富士フィルム和光一級），脂質（脂肪酸）は

オレイン酸（富士フィルム和光一級），その他にサポニン（富士フィルム和光，生化学用）

とシュウ酸（富士フィルム和光特級）を用いた． 

洗浄条件は，棒状回転子を入れた 100mlビーカーに洗浄液 100mlと 4枚の汚染布を入

れ，35℃の恒温槽内で回転数 400rpmの条件で 60分間撹拌し，その後蒸留水で 3回すす

いだ． 
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4-2-3 洗浄力評価 

デジタル測色色差計 ZE-2000（日本電色工業株式会社）を用いて洗浄試験前後の汚染布

の表面反射率(R)を測定し，Kubelka-Munk式（1式）から K/S値を算出し，洗浄率 D(％)

を求める式（2式）に用いた． 

 

K/S= 

(1-R) ² 
  ・・・・・・・・(1) 

2R 

 

D (%) = 

(K/Ss-K/Sw) 

×100 ・・・・・・(2) 

(K/Ss-K/So) 

 

ここでの Kは光吸収係数，Sは光拡散係数，Dは洗浄率，K/SSは汚染布の K/S値，

K/SWは洗浄布の K/S値，K/S0は原白布の K/S値である． 

なお，得られた洗浄率は脂肪酸汚れの場合は GC による化学分析による洗浄率とスダン

IV によって着色された脂肪酸汚れの K/S 洗浄率がほぼ一致する．無極性油汚れの場合は

K/S 洗浄率と化学分析によるの洗浄率が一致しない 10,13)が，ほぼ直線関係が成立すること

が認められているので K/S洗浄率をそのまま用いた． 

4-2-4 溶液の物性測定 

溶液の物性として pHと表面張力を測定した．各試料の pHは，ニッコー・ハンセン株

式会社の Eutech pH計 pH700を用いた．20℃の環境下で蒸留水を用いて校正を行ってか

ら測定した．表面張力は，KIBRON Inc．のウェルヘルミー法表面張力自動測定器 Ez-Pi

を用いて 20℃の条件で測定した． 

なお，浮遊物を取り除く処理が必要な場合は遠心分離（アズワン CN-820使用，

3000rpm，5分間）を行って得た上澄み液と元の試料を比較分析した． 
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4-2-5 粒度分布測定 

米のとぎ汁には水に不溶の粒子が存在するので，島津製作所製のレーザー回折式粒度分

布測定装置 SALD-2200を用いて粒度分布を測定した． 

 

4-3 結果及び考察 

4-3-1各試料を用いた洗浄力試験 

各洗浄溶液で脂肪酸汚染布と無極性油汚染布を用いた洗浄力試験を行った結果を

Table4-1 に示し，グラフによる比較を行った（Fig.4-1）． 

どちらの汚れに対しても，米のとぎ汁，米ぬか溶液，麺類のゆで汁など，基本的には水

よりは洗浄力が高いが，ほうれん草のゆで汁や枝豆のゆで汁は水と比較してもそれほど優

れた洗浄結果は得られなかった．脂肪酸汚れの洗浄については SDS水溶液が他の手法に

比べて非常に洗浄力が優れており，米のとぎ汁や米ぬか溶液，パスタゆで汁，うどんゆで

汁と続くが，ほうれん草のゆで汁や枝豆のゆで汁は水と同等であった．SDS水溶液の洗浄

Table4-1 Detergency results for fatty acid and non-polarity oil with several natural cleaning methods 

 

  Detergency (%)   

  Fatty acid Non polarity oil 

Boiled edamame soup 19.5 12.3 

Boiled spinach soup 18.7 12.1 

Boiled udon soup 24 21.3 

Boiled pasta soup 27.9 17.2 

1% Rice bran solution 35.1 37.1 

Washing rice water (1st) 38.1 33.6 

Washing rice water (2nd) 35.1 21.1 

0.3% SDS solution 63.2 38.1 

Water 17.1 14 
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性が優れているのは，脂肪酸に対する SDSの可溶化作用 12)が非常に優れているためであ

ろうと考えられる． 

一方，無極性油汚れの洗浄に関しては，1回目のとぎ汁と米ぬか溶液が SDS水溶液と同

等の洗浄力を示し，2回目の米のとぎ汁，パスタゆで汁，うどんゆで汁が水よりも若干上

回る洗浄性を示した．一方，ほうれん草のゆで汁と枝豆のゆで汁には，水と比較しても特

に違いのある洗浄性は認められなかった．無極性油汚れの洗浄性は洗浄液の界面活性に直

接的に影響を受けている可能性がある． 

いずれにしても，米のとぎ汁は，ここで取り上げたゆで汁等に比較してより優れた油汚

れ除去能力があるといえる．消費者情報の中で油汚れに効果があるとする情報は，誤りと

はいえないと判断できる． 
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Non polarity oil

 

Fig.4-1 Detergency of fatty acid and non-polarity oil with several natural cleaning methods 
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4-3-2各種洗浄液の物性 

ここで米のとぎ汁の洗浄力の原因を探るため，各洗浄液の pHと表面張力を比較した 

(Table4-2) ．その結果，今回用いたサンプルの液性は大部分が中性で，麺類のゆで汁がわ

ずかに酸側に片寄っていた．よって，今回の洗浄結果に pHはほとんど影響しなかったと

いえる． 

一方，表面張力について，今回用いた試料の全てが水よりは表面張力が低くなっており，

一応は界面活性を有するということが分かった． 

しかし，そのレベルは様々で，米ぬか溶液が SDS水溶液よりも低い表面張力を示し，

また米のとぎ汁も比較的低い表面張力を示している．これらは界面活性を有する溶液であ

ると表現しても差し支えないであろう．Fig.4-1の無極性汚れの洗浄率に関して，SDSと

米のとぎ汁や米ぬか溶液が同等の値を示したが，表面張力もこれらの溶液が他に比して低

Table4-2 pH and surface tension of test liquid used in the detergency test 

pH γ(mN/m)

Water 7.0 72.5

0.3% SDS solution 7.0 36.3

Washing rice water (1st) 6.6 38.1

Washing rice water (2nd) 6.8 39.9

1% Rice bran solution 6.5 33.0

Boiled pasta soup 5.5 52.7

Boiled udon soup 5.5 52.9

Boiled spinach soup 6.7 57.9

Boiled edamame soup 6.2 60.2

Beer 4.0 41.2
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い値であり，無極性の油性汚れは，洗浄液の界面活性に大きく影響を受けるのであろうと

考えられる． 

一方，麺のゆで汁や野菜のゆで汁の表面張力はそれほど低下していない．ゆで汁全般が

油汚れに対して洗浄効果がなかったのは，これらの界面活性が米のとぎ汁等に比較して劣

っているためであろうと考えられる． 

4-3-3各種溶液の洗浄力 

米のとぎ汁の洗浄力要因を探るため，デンプン，タンパク質，脂質（脂肪酸），サポニ

ンなどの水溶液の単独，および混合溶液での洗浄力の結果を Table4-3 に示し，グラフに

よる比較を行った（Fig.4-2）． 

米のとぎ汁の濃度は文献値 11,12)から決定し，脂質は乳化試験を行い吸収スペクトル測定

から決定した．タンパク質は Lowry法によって決定した．また，ほうれん草に含まれる成

分として洗浄関連で注目されることの多いシュウ酸についても同様の試験を行った． 

Table4-3 Detergency results for fatty acid and non-polarity oil with several model cleaning liquid 

 

  Detergency (%)   

  Fatty acid Non polarity oil 

Washing rice water 38.1 33.6 

Protein+Fatty acid+Starch 33 28 

0.3% Protein 31.3 22.3 

1.8% Fatty acid 20.3 16.4 

1% Starch 13 8 

0.35% Saponin 20 13 

0.16% Oxalic acid 7.5 6 

Water 13 5 
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結果，タンパク質が比較的洗浄力が高く，脂肪酸とデンプンも水よりは優れた洗浄力を

示す要因になっていることが分かった．そして，デンプン，タンパク質，脂肪酸を混合し

たものは米のとぎ汁に最も近い値を示した．シュウ酸の洗浄性は認められなかった． 

消費者情報からサポニンに着目する情報も少数見られたので今回の実験では 1%米ぬか

溶液によって米のとぎ汁に比較的近い洗浄性が得られたが，そこから推定すると米のとぎ

汁には 0.003%程度サポニンが含まれていると考えられる．しかし，今回用いた試薬サポ

ニンの表面張力曲線（Fig.4-3）は濃度 0.35%付近が CMCと考えられ，それまで濃度が高

まると表面張力は低下する． 
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Fig.4-2 Detergency of fatty acid and non-polarity oil with several model cleaning liquid 
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実際に含まれているであろうサポニンの濃度はそれより 100倍近く低濃度であり，実際

に含有されたサポニンが洗浄に影響しているとは考え難い．この結果から，サポニンが主

要な洗浄力要因であるとする説は否定されると考えられる． 

4-3-4 溶解成分の存在 

松宮ら 5)は不溶性の澱粉粒子が固体界面活性剤として乳化作用をもたらすと報告している．

そこで，不溶性物質を除いた水溶性物質の存在について調べるため，まず米のとぎ汁の粒

度分布を調べた(Fig.4-4). 

その結果，粒子は 0.5µm付近を中心に分布しているナノエマルション状態 14,15)である

ことが分かった． 

 

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

Su
rf

ac
e 

te
n

ti
o

n
 γ

(m
N

/m
)

Concentration (wt%)

 

Fig.4-3 Surface tension curve of saponin 
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このレベルの粒子は遠心分離で沈殿物として分離できると考え，米のとぎ汁とパスタの

ゆで汁について遠心分離前後の表面張力を調べた（Table4-4）． 

その結果，米のとぎ汁は表面張力が 6.5mN/m 上昇したが，パスタのゆで汁は殆ど上昇

しなかった．これは，パスタのゆで汁に含まれる界面活性物質はほとんど溶解型のもので

あり，米のとぎ汁の場合は表面張力を低下させる物質として，水に溶解して粒子を形成し

難い物質と水に溶解しない粒子タイプの界面活性物質の両方が存在していることを示唆

する． 

溶解型界面活性物質の候補としてサポニンが注目されるが，文献値の含有量から考える

とサポニンは当てはまらないと考えられた．以上の結果から，米のとぎ汁に含まれる溶解

性タンパク質による界面活性作用，とぎ汁のエマルションに含まれる油性成分による溶解

作用 16,17)，固体状界面活性剤による研磨作用と界面活性作用等が洗浄に貢献していると考

えられる． 
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Fig.4-4 Particle size distribution of washing rice water 
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4-4 結 言 

今回の検討で得られた結果から，米のとぎ汁には油性汚れに対して一般の界面活性剤に

比べると効果は劣るが，単なる水に比べると十分に高い洗浄力を有していることが明らか

になった．米のとぎ汁の表面張力も SDS 水溶液に匹敵する程度の値を示し，その洗浄力要

因は，「タンパク質＋油性成分＋デンプン＋固体界面活性剤（研磨作用を含む）の複合効果」

であることが推定された． 
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5-1ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析と実験的検証の総括 

ビールを活用した洗浄に関する一般消費者情報では，書籍やネット上でビールに対する

洗浄性について様々な情報が混在しているが，「ビールは油汚れに対して効果があり，そ

の洗浄力要因は，アルコールとビタミン E である」という説が最も多く使われていた．油

汚れの除去に効果があるとする点については，確かに水での処理と比較してかなり効果が

高い点，加えてビールよりもアルコール度数の高い日本酒よりも優れた除去性を示すとい

う点からも一応は事実に沿った情報であると評価できる． 

一方で，洗浄メカニズムに関する情報に関してはかなり大きな問題を含んでいることが

明らかになった．ビールにはビタミン E は成分として含まれておらず，仮に含まれていた

としても本研究の実験的検証で洗浄力要因として否定された．ビールにはわずかにビタミン

B は含まれているが(Table5-1)，洗浄力を発揮するような含有量ではなく，本研究の実験的検

証でもその効果は認められなかった． 

ビールによる洗浄メカニズムに関する情報を利用して，何らかの悪質商法に活用すると

いうシナリオは成立しにくい．おそらく何らかの勘違い等から派生した誤情報が広まった

ものと考えられる． 

Table5-1 Common ingredients of beer 

Component Content 

Water 90-94% 

Ethanol 3-5%v/v 

Carbohydrates 1-6%w/v 

Vitamin B 5-10mg/l 

Carbon dioxide 3.5-4.5g/l 

Protein 3-5g/l 
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これは，高度 ICT 社会の中で，悪意のない誤情報が消費者情報としてどのように拡散し

ていくのかを示す一つの典型的モデルになり得ると考えられる． 

ビールを活用した洗浄に関する実験的検証では，ビールは油汚れに対して洗浄性を有し

ていた．また，ビールはアルコール度数の高い他のアルコール飲料と同等あるいは優れた

洗浄力を発揮することが明らかになった．洗浄力要因は 「アルコール＋タンパク質の界

面活性による複合効果」であることが示された．しかし，SDS と比較すると洗浄力は低い

ことが明らかになった．そして，一般消費者情報で洗浄力要因説の一成分として主流であ

った「ビタミン E」は，そもそもビールの成分に含まれておらず，洗浄性も認められなか

った．成分として含まれているビタミン B についても，含有量の 10 倍濃度で洗浄試験を

行ったが，こちらも洗浄性は認められなかった．水垢・錆の洗浄については，ビールの

液性が酸性であることから，酸によるカルシウム塩の溶解という観点での洗浄効果につ

いては，科学的に正しいと言える． 

 

5-2 米のとぎ汁を活用した洗浄に関する収集情報の分析と実験的検証の総括 

米のとぎ汁を活用した洗浄に関する一般消費者情報では，米のとぎ汁に関する洗浄力要

因を説明する消費者情報は比較的少なく，非科学的誤情報は少数見られたものの，実験的

検証で推定された洗浄力要因の大部分は種々の消費者情報から収集することのできるもの

であった． 

これは，消費者が科学的な思考を育成するうえで有用になりうる情報環境であると評価

できる． 

米のとぎ汁を活用した洗浄に関する実験的検証では，米のとぎ汁は油汚れに対して洗浄

性を有し，洗浄力要因は「タンパク質＋油性成分＋デンプン＋固体界面活性剤（研磨作用

を含む）の複合効果」であることが推定された．中でも，「タンパク質」が高い洗浄性を

有し，その次に「脂肪酸」が洗浄成分として寄与していた．また，1％米ぬか溶液でも同
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様の洗浄性を発揮することが明らかになった．しかし，SDS と比較すると洗浄力は低いこ

とが明らかになった．また，一般消費者情報で少数見られた洗浄力要因説に関して，「ア

ルカリ」説について，検証の結果，液性は pH7付近の中性を示すことが明らかになった．

サポニン説については，成分として微量に含まれているものの，洗浄性を発揮する濃度で

はないことが明らかになった．「微生物・乳酸菌」説についても，そうしたものが含まれ

るという文献は見当たらなかった．よってこれらの説は洗浄力要因として否定された． 

 

5-3 本研究の天然界面活性剤に関する収集情報の分析と実験的検証の総括 

本研究では，ナチュラルクリーニングの素材として用いられるビールと米のとぎ汁の関

連の一般消費者情報の収集と分析および洗浄メカニズムについて洗浄力試験や洗浄力要因

について検証した． 

消費者情報は非科学的な情報に影響を受けやすく，洗浄における酸・アルカリ中和説 1)

などは，酸と酸化の混同や化学的な中和の意味の無理解等から消費者環境に誤情報を広め

てしまった．筆者らのビールの洗浄利用に関する消費者情報分析でも非科学的情報が大勢

を占めた 2)．しかし，米のとぎ汁の洗浄利用に関する情報分析 3)のように特に大きな影響

を有する誤情報源が存在しない場合は，消費者情報環境はそれほど悪化しないと推測され

る． 

 そして，2018 年のインターネット上の WEB サイト上で非科学的情報が大勢を占めて

いたビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析を，論文発表から数年後の 2021 年に

再び行った結果，ネット上にある情報環境にはそれほど変化がなく，「ビールに含まれて

いるビタミン E が油分を分解する」という誤った洗浄力要因説とロジックが主として記載

され続けていたままであった．2020年に発表した論文の実験的検証で明らかになった「ビ

ールを活用した油汚れに対する洗浄メカニズムは，アルコール＋タンパク質の複合効果で

ある」という 1次情報が現在も一般消費者に伝わっておらず，2.5次，3次，4次情報とし
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て活用されていない現状が明らかになった．第一章でも述べたように，過去には一部の不

良情報の拡散によって社会に不要な混乱を招いた事実がある 4-16)．しかしながら，今回の

場合は科学的根拠を持つ情報がありながらも未だに誤った情報が根強く残存している．原

因は，1 次情報が一般消費者の目に触れにくい場所にあり，伝わりづらい状態であること

が挙げられる．そして理解を得られなければ，影響を有する誤情報を払拭することができ

ないことが明らかとなった． 

このような問題を解消していくためには，情報の発信の仕方について検討していく必要が

ある． 

実験的検証では，一般消費者情報で天然界面活性剤として紹介されているビールと米の

とぎ汁は油汚れに対して効果があることが実証された．ビールと米のとぎ汁の洗浄率を比

較すると，強極性油汚れに対しては同程度，無極性油汚れに関しては米のとぎ汁の方が優

れていた．しかし，紹介されている素材の一部である枝豆のゆで汁やほうれん草のゆで汁

は水とほぼ同程度の洗浄力であり，洗浄効果のない素材であった．素材のひとつとして挙

げられている理由は，茹で上がった直後の高温のゆで汁で油分を洗い流すためであると推

察されるが，本検討では素材に含まれる洗浄成分の特定であるので流通している消費者情

報の中には，洗浄効果が期待できない素材も存在していることが明らかになった． 

洗浄メカニズムに関して，洗浄試験や表面張力測定の結果，ビールの洗浄力要因は「エ

タノール＋タンパク質の界面活性による複合効果」であった．消費者情報で主流になって

いた「エタノール＋ビタミン E」説は，ビタミン E は元来ビールの成分に含まれておらず，

洗浄試験においても洗浄効果が認められないことが明らかになった．また，ビールの含有

成分であるビタミン Bに関しても洗浄効果は認められなかった． 

米のとぎ汁は「タンパク質＋油性成分＋デンプン＋固体界面活性剤（研磨作用を含む）

の複合効果」であることを推定することができた．また，イネ科植物や米ぬかにサポニン
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が含まれているとする研究報告 17,18)より，洗浄力要因としてサポニンが洗浄成分として関

与している可能性も検討したが，とぎ汁中のサポニン量では不十分であった． 

天然界面活性剤を洗浄剤として用いる方法が，生活の知恵として一般消費者間に脈々と

受け継がれている．実験的検証の結果，洗浄効果やメカニズムが確かなものが存在する

一方，誤情報であるものも一定数見られた． 

ビールを活用した洗浄に関する収集情報の分析と実験的検証について，根拠ある情報を

2021年に論文にして発表し，インターネット上で一般公開されている状態であるが，ビー

ルを活用した洗浄に関する消費者情報の洗浄力要因説やロジックの主流は，初めの情報収

集時の 2018年から再度収集分析を行った 2021年の時を経ても変わらず誤情報のままであ

った．この事実は，一般消費者への科学的根拠をもつ情報を伝達していくに際し，現状の

ままでは課題があることを示している．その意味で，本研究の成果は消費者教育のための

新たな可能性と課題を示すものになったと評価できる． 

 

5-4 今後の課題 

洗浄は，生活に必須の操作である．よって環境や安全面で大きな関心を寄せられている．

一般消費者の間では，より環境・安全面で優れた洗浄方法を模索する試みが行われており，

ナチュラルクリーニングもその一つであると言える． 

本研究で明らかになった課題は，一般消費者に対して根拠ある 1次，2次情報をわかり

やすく伝える工夫と消費者教育の機会を作ることである． 

その課題解決への糸口を考えるにあたり，一般消費者に向けて発信していた書籍やイン

ターネット情報の特徴を把握し，これからの情報発信時には，一般消費者間に流通してい

る情報の特徴として次の点を意識して対応していくことが求められる．①根拠ある出典が

ない情報の発信者と閲覧者は専門知識に乏しい者であろうこと，②研究がされておらず情

報について根拠を示すことができないこと，③根拠ある 1次，2次情報があっても，特定

の環境下では影響力を持った誤情報が存在し続けていること，である． 
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①に関しては，一般書籍や，第 2章関連消費者情報の分析と課題のビールを活用した洗

浄に関する収集情報の分析 2018・2021の結果で，情報発信者が企業か個人かの分析を行

った結果，2018年では 100件中，企業が 63件，個人が 37件，2021年では 49件中，企

業が 40件，個人が 9件となっており，情報発信者の多くが企業発信であることがうかが

える．企業発信ではあるものの，洗浄に関する情報については誤りも多い．推測するにあ

たり，企業は洗浄分野に関して知識のない者にWEBライターを委託しており，ライター

が不確かな情報を元に作成したコンテンツが企業発信の情報，すなわち 3次あるいは 2.5

次情報となり，閲覧者の「企業の情報なので確かだろう」という希望的観測から 4次情報

として広がっていると考えられる．こうした事態を防ぐためにも企業は自社の情報が影響

力を持つことに対して責任を持ち，情報の作成・発信の際には専門家に相談すべきである

と考える．また，情報発信者が個人の場合は，発信者だけでなく閲覧する側も情報の精査

について意識していく必要がある． 

②に関しては，これまでナチュラルクリーニングや天然界面活性剤を用いる洗浄につい

て，研究レベルの検討がされていなかったことが挙げられる．本研究を皮切りに専門分野の

研究者による研究を進めて情報を発信していく必要がある．そして発信する情報に 1次，2

次情報を根拠にしているという出典を示すことが挙げられる． 

③に関しては専門家として 1次，2次情報を発信したとしても，3次，4次情報まで適切

に伝わるように責任を持つ必要がある．また，清掃に携わる関係者などが書籍やWEB

サイト，メディアに取り上げられるなど，広領域・異分野の専門家による 2.5次情報で

誤情報が発信されている場合もあり，各自情報の発信についても正しい理解と責任を持つ

必要がある． 

1次，2次情報を一般消費者に適切に伝えるために，一般消費者がどの程度の情報レベル

を欲し，理解を示すかを考察するにあたり，本研究で得られた一般消費者情報の傾向を整

理すると，書籍では洗浄手法が紹介されているのみで，洗浄メカニズムについて解説して
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いるものはほとんど見られなかった．書籍では，洗浄メカニズムを解説するよりも洗浄の

手法を簡潔に記しており，洗浄に関しての不特定多数の情報を欲する読み手がさっと目を

通せる字数でまとめられていた．一方でインターネット上では洗浄手法と併せて洗浄メカ

ニズムについての解説を記載しているWEBサイトが多数あった．対象の素材を天然界面活

性剤として利用したいという目的が明確にある消費者向けの内容であり，写真やイラスト，

文章などを用い，文字数や情報量は書籍より多めであるものの比較的簡素にまとめられてい

た． また，インターネット上での洗浄力要因説は書籍では見られないものが多数あった．

すなわち，現代は書籍と比べてインターネット上で独自の情報伝達が活発に行われており，

情報が変化しやすい環境であることが挙げられる．しかしその一方で影響力を有する情報

が根強く残存し続けているという面も見受けられる． 

こうした一般消費者情報の傾向を見ると，消費者は一見して方法と簡素なメカニズムの

解説だけを必要としているように見えるが，ビールを天然界面活性剤として洗浄利用する

一般消費者情報で主な洗浄力要因説の要素として挙げられていた「ビタミン E」の情報源

は，化学系ドキュメントを読み慣れていない情報発信者が，企業などがインターネット上

で発信している情報を集め，独自に作成したであろうコンテンツが大きな影響力を有して

いた．このことは，学習意欲のある情報感度の高い一般消費者が情報に関する詳細な知識を

得ようと様々な情報を集め，結果的には誤った情報をまとめて発信してしまったものの，そ

の情報が他の一般消費者に受け入れられるものであったため，悪意のない誤情報が広まっ

た結果であると推察される．このように一般消費者の情報感度のレベルは一括りにできず，

多様性をもつ傾向があることが明らかとなった． 

さらに第 1章でも述べたように，一般消費者にはより良く正しい情報を発信，得ようと

する推進力がある．しかしながら 2020年にビールを活用するナチュラルクリーニングに

関する論文 2)で科学的根拠をもった洗浄メカニズムを発表後， 2021年にインターネット

での情報収集と分析を同様に行った結果，2018年と同じ誤った洗浄メカニズムが大多数を
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占めており，情報にほとんど変化が見られなかった．すなわち，専門家による 1次，2次

情報があっても一般消費者には伝わっておらず，2.5次，3次，4次情報に変化のない状態

のままであった． 

1次，2次情報を一般消費者に理解してもらえるように伝え，教育することができれば，

誤った 2.5次，3次，4次情報は自然淘汰されていくであろうと考えられるが，現在のよう

に誤情報が改善されずにそのまま広まり続ければ，国境を超えて影響をもたらす事態にも

なり得る 16)．  

なぜこのような状況になっているのかを把握するために，自身の回りの一般消費者に論

文を見せて話を伺ったところ，「論文を見れるサイトがあるのを知らなかった」，「文字が

多くて読む気がしない」，「専門用語がわからない」，「図や表が何を示しているのかわから

ない」，「つまりどういうことなのか簡潔に教えてほしい」という声を耳にした．直接話を

しつつ図解することで大まかな理解を得られたが，専門用語や表やグラフなどを用いた踏

み込んだ解説をするとあまり関心を得られなかった．1次，2次情報発信者として一般消

費者教育を考える上で，現時点で大きな隔たりがあることが明らかになった． 

こうした問題を解決するには 1次，2次情報を親しみやすく平易な形にして発信してい

く必要がある．本検討で消費者情報の特徴を分析した結果，現時点では一般書籍やネット

情報が多くの一般消費者が求める情報レベルとして適当であるようだが，そうした情報は

専門家によるものではなく，洗浄メカニズムとして不適当な表記も見られた．つまり，情

報レベルを合わせつつ，情報を正しいものにし，出典が 1次，2次情報であることを示す

ことで問題解決の 1つになると考えられる．そして，一般消費者が情報を得る手段である

インターネット上やメディアによる情報発信の機会を得て，知識のない消費者にもわかり

やすい形にする．具体的には，まずは簡潔な文面とイメージしやすいような図や写真など

を用いて概要を示し，その次に専門的な用語を用いない解説を行うようにすることが必要

である． 
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そして，さらに学習意欲のある者には，学会主催のセミナーや勉強会への参加も勧める

ことでより専門的かつ精密な学習機会の提供が望めるほか，学会の活性化にも繋げられ研

究活動と成果を社会へより還元できる好循環を生み出すことができる． 

現実問題として知識のない消費者に対して専門的な解説を行っても，いきなりすべての

理解を得ることは難しい．しかし，根拠をもった 1次，2次情報を誰もがわかりやすいよ

うに工夫された解説の機会に触れ，多少なりとも理解を得ることがあれば，その経験から

情報の正誤を判断するきっかけや，さらに学び知ろうとする力，それに加えて新たな商品

開発や研究テーマ開拓のシーズになるであろう． 

それが社会，そしてすべての人々にもたらされる持続可能な幸いであると考える． 
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